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三
月
市
議
会 

 
 

 

三
月
市
議
会
は
、
二
月
二
十
一
日

(

火)

か
ら
三
月
十
六
日
（
金
）
ま
で

の
期
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
一
千
六
百

十
六
億
一
千
余
万
円
で
前
年
比
、
六

十
三
億
円
余
り
の
減
額
、
率
に
し
て

三
・
八
％
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
四
月
の

市
長
選
挙
が
あ
る
た
め
骨
格
予
算
と

し
た
と
あ
り
ま
す
。 

 

主
な
る
事
業 

 

予
算
の
主
な
事
業
は
、
小
・
中
学
校

校
舎
耐
震
化
事
業
、
津
波
・
洪
水
・

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、

浸
水
対
策
事
業
費
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
へ
の
公
費
助
成
、
国

保
料
を
据
え
置
く
た
め
の
経
費
、
高

齢
者
等
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
新
規

就
農
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
農
作
物
鳥
獣

害
防
止
事
業
、
倉
敷
駅
周
辺
区
画
整

理
事
業
、
高
梁
川
新
架
橋
事
業
、
学

校
問
題
支
援
事
業
な
ど
で
す
。 

学
校
耐
震
化
百
％
は
、
二
七
年 

 

今
予
算
の
小
・
中
学
校
校
舎
耐
震
化

事
業
費
は
十
八
億
四
万
円
、
こ
れ
で

耐
震
化
率
は
八
十
％
近
く
に
な
り
、

す
べ
て
耐
震
化
が
終
わ
る
の
は
、
平

成
二
十
七
年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
少
・
中
学

校
屋
内
運
動
場
の
耐
震
化
は
す
で
に

完
了
し
て
い
ま
す
。 

    

幼
稚
園
・
保
育
園
の
耐
震
化
は 

未
だ
幼
稚
園
・
保
育
園
園
舎
の
耐
震

化
は
着
手
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
伊
東

市
長
は
、
「
建
物
が
低
く
比
較
的
安

全
」
と
し
ま
し
た
が
、
震
度
六
程
度

の
地
震
で
、
倉
敷
東
・
万
寿
東
・
葦

高
・
中
島
西
園
舎
・
琴
浦
東
西
園
舎

は
、
倒
壊
、
崩
壊
す
る
危
険
性
が
高

い
と
耐
震
診
断
が
下
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
高
い
か
、
低
い
か
で
な
く
」
耐
震

診
断
で
危
険
の
も
の
か
ら
、
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

中
学
校
の
武
道
、
延
期
へ 

中
学
校
で
は
、
こ
の
四
月
か
ら
武
道

が
必
修
化
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。 

武
道
は
、
柔
道
、
剣
道
、
相
撲
で
す

が
倉
敷
市
で
は
、
大
部
分
が
男
子
も

女
子
も
柔
道
を
選
択
す
る
と
あ
り
ま

す
。
調
査
に
よ
れ
ば
過
去
二
十
八
年

間
で
百
十
四
名
が
死
亡
、
二
百
七
十

五
名
が
重
い
障
害
を
負
う
事
故
が
続

い
て
い
ま
す
。 

共
産
党
市
議
団
は
「
柔
道
で
こ
う
し

た
事
故
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
、
安

全
配
慮
に
欠
け
た
指
導
者
の
姿
勢
が

あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
、
倉
敷
市
で

の
指
導
体
制
、
安
全
対
策
は
」
と
の

質
問
に
、
吉
田
教
育
長
は
、
対
策
の

た
め
実
施
を
９
月
ま
で
延
ば
す
と
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
文
科
省
も
九
月

実
施
・
延
期
の
方
針
を
出
し
ま
し
た
。 

 

安
全
を
優
先
し
た
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を 

Ｊ
Ｘ
社
（
株
）
水
島
製
油
所
海
底
ト

ン
ネ
ル
事
故
は
五
名
の
方
が
亡
く
な

り
、
か
っ
て
な
い
大
惨
事
と
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
改
め
て
水
島
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
の
安
全
性
を
質
し
ま
し

た
。 

こ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
鹿
島
の
請
負

額
は
十
七
・
五
億
円
で
す
。
十
年
前

に
掘
っ
た
事
故
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
北

三
十
メ
ー
ト
ル
の
同
じ
規
模
の
第
一

ト
ン
ネ
ル
の
工
事
額
は
二
十
七
億
円

で
し
た
。
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
地

質
調
査
も
第
一
ト
ン
ネ
ル
の
デ
ー
タ

ー
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

人
命
や
安
全
よ
り
「
コ
ス
ト
削
減
」

を
優
先
し
た
結
果
、
起
き
た
事
故
と

言
え
な
い
で
し
よ
う
か
。 

も
う
一
つ
は
、
今
、
進
め
ら
れ
て
い

る
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
総
合
特
区
計

画
の
問
題
で
す
。 

こ
の
計
画
は
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
全
体

を
一
つ
の
企
業
体
と
み
な
し
課
せ
ら

れ
て
い
る
安
全
規
制
を
は
ず
し
「
コ

ス
ト
削
減
」
を
実
現
し
国
際
競
争
力

強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

「
コ
ス
ト
削
減
」
一
辺
倒
で
は
、
働

く
労
働
者
・
住
民
の
安
全
や
命
も
守

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
安
全
を

軽
視
す
る
総
合
特
区
の
見
直
し
を
強

く
主
張
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
ん
な
議
会
に
怒
り
が 

市
民
か
ら
出
さ
れ
た
二
つ
の
請
願
。

共
産
党
以
外
の
会
派
は
す
べ
て
反
対
、

理
由
も
述
べ
ず
た
だ
否
決
で
す
。 

請
願
内
容
は
「
国
立
病
院
南
岡
山
医

療
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
な
い
で
充
実

強
化
し
て
下
さ
い
」
も
う
一
つ
は
「
医

療
現
場
で
は
深
刻
な
医
師
・
看
護
師

 

日
本
共
産
党
倉
敷
市
議
団 
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不
足
医
師
・
看
護
師
を
増
し
て
下
さ

い
」
と
の
声
を
、
国
に
働
き
か
け
て

と
い
う
も
の
で
す
。
市
立
児
島
病
院

も
同
じ
課
題
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。 

否
決
は
、
理
解
で
き
ま
せ
ん
。 

 

田
儀
公
夫
議
員
の
質
問 

今
議
会
で
は
次
の
項
目
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
議
会
の
最
終
日
に
は
討
論
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。 

① 

水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
総
合
特
区

構
想
に
つ
い
て 

 
 

一
、
情
報
の
公
開
を
求
め
る 

二
、
規
制
の
特
例
措
置
は
防
災
に
反

す
る 

三
、
税
制
・
補
助
金
な
ど
市
の
支
援 

② 

入
札
談
合
問
題
に
つ
い
て 

一
、
世
論
は
徹
底
解
明
を
求
め
て
い

る 二
、
談
合
情
報
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
解
明

可
能
か 

③ 

小
田
川
付
け
替
え
環
境
影
響

評
価
方
法
書
か
ら 

一
、
柳
井
原
貯
水
池
・
高
瀬
通
し
に

あ
る
土
木
遺
産
の
保
存
を 

二
、
水
利
権
の
保
存
を 

④ 

地
域
経
済
に
つ
い
て 

一
、
中
小
企
業
・
農
業
の
振
興
を 

⑤ 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

一
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
効

果
、
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て 

⑥ 

地
域
要
望
の
実
現
を 

道
路
管
理
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
チ
ャ
イ
ム

の
復
活
を
、
公
共
交
通
に
つ
い
て 

        

近
代
の
土
木
遺
産
の
保
存
を 

 

高
梁
川
水
系
整
備
計
画
で
は
、
現
在

の
高
梁
川
と
小
田
川
の
合
流
点
を

切
り
離
し
、
小
田
川
を
今
の
柳
井
原

貯
水
池
に
引
き
込
み
、
柳
井
原
貯
水

池
を
河
道
化
し
、
合
流
点
を
下
流

四
・
六
㎞
に
移
す
計
画
で
す
。 

 

こ
の
計
画
で
今
、
環
境
影
響
評
価
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
区
域
に
は
、

明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正
年
間
に

高
梁
川
を
、
二
つ
の
川
か
ら
今
の
一

つ
流
れ
に
し
た
高
梁
川
大
改
修
で

造
ら
れ
た
土
木
の
構
造
物
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
高
瀬
通
し
一
の
口
水

門
の
周
辺
構
造
物
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
近
代
の
土
木
遺
産

の
保
存
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の
右
の

構
造
物
は
、
水
の
百
景
で
有
名
な
酒

津
配
水
樋
門
も
同
じ
一
連
の
構
造

物
な
の
で
す
。
高
梁
川
大
改
修
で
の

こ
の
付
近
の
壮
大
な
仕
組
み
は
、
い

ま
で
も
現
在
人
の
心
を
打
ち
ま
す
。 

 

区
画
整
理
事
業
は
住
民
合
意
で 

倉
敷
駅
周
辺
第
二
土
地
区
画
整
理

事
業
で
は
、
市
か
ら
換
地
計
画
案
が

示
さ
れ
、
市
民
・
権
利
者
か
ら
百
十

二
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
す
べ
て
不
採
択
で
す
。
区
画

整
理
事
業
は
、
み
な
さ
ん
の
減
歩
で

公
共
用
地
を
産
み
出
し
、
移
転
し
ま

す
。
意
見
が
あ
っ
て
当
然
で
す
。 

市
は
第
三
、
第
四
、
第
五
の
区
画
整

理
事
業
は
計
画
段
階
と
あ
り
ま
す

が
、
住
民
の
合
意
が
必
要
で
す
。 

 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー 

愛
称 

雪
舟
く
ん
を
参
考
に
し
て
。 

倉
敷
市
周
辺
の
お
年
寄
り
や
交
通
手

段
を
持
た
な
い
方
の
足
を
ど
う
守
る

か
は
切
実
な
課
題
で
す
。 

総
社
市
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
制
度
、

愛
称
雪
舟
く
ん
を
視
察
し
ま
し
た
。

総
社
市
の
面
積
は
、
倉
敷
市
の
三
分

の
二
で
す
。
全
体
を
五
つ
の
エ
リ
ア

に
区
分
し
、
市
全
体
を
カ
バ
ー
し
て

い
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
は
一
時
間
毎
で
料

金
三
百
円
で
す
。
家
の
軒
先
ま
で
来

て
く
れ
る
も
の
で
す
。 

倉
敷
市
で
の
周
辺
部
で
は
大
変
有
効

な
も
の
で
す
。
倉
敷
市
で
も
、
こ
う

し
た
制
度
の
導
入
を
求
め
ま
し
た
。 

 

新
規
就
農
で
枠
広
が
る 

今
年
か
ら
国
の
新
規
就
農
総
合
支
援

事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
原
則
四
十
五

才
未
満
の
就
農
者
に
年
間
百
五
十
万

円
給
付
す
る
も
の
で
就
農
支
援
の
枠

が
広
が
り
ま
し
た
。
十
人
分
の
予
算

が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

柳 井 原 貯 水 池 配 水 樋

メ
ロ
デ
ィ
ー
チ
ャ
イ
ム 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
約
束
は 

船
穂
町
で
夕
方
、
流
れ
て
い
た
「
夕

焼
け
小
焼
け
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
チ
ャ

イ
ム
の
復
活
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の

復
活
は
平
成
二
十
二
年
十
一
月
七

日
の
船
穂
地
域
審
議
会
で
決
ま
っ

て
い
る
も
の
で
す
。 

船
穂
町
で
、
こ
の
曲
は
、
何
十
年
も

前
か
ら
日
本
の
原
風
景
を
想
起
さ

せ
、
時
を
告
げ
、
子
ど
も
た
ち
を
家

路
に
誘
う
、
ふ
る
さ
と
の
音
色
と
し

て
定
着
し
て
い
た
も
の
で
す
。
約
束

を
守
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

理
由
も
述
べ
ず
、
検
討
さ
せ
て
ほ
し

い
だ
け
で
は
納
得
が
行
き
ま
せ
ん
。 
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